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令和５年１月31日 

学校関係者評価報告書 
 

 

東海医療工学専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校法人セムイ学園東海医療工学専門学校 学校関係者評価委員会は「令和３年学校自己評

価表」の結果に基づいて学校関係者評価を実施しましたので、下記のとおり報告します。 

 

「学校関係者評価」の実施方法について 

学校関係者評価は、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」を踏まえ

た評価項目に沿って実施し、学校関係者評価委員に評価していただきました。学校自己評価表

（令和３年度版）と併せてご覧ください。 

 

Ⅰ  令和４年度 学校関係者評価委員会 開催概要  

1．日 時 

令和４年10月14日～20日 

 

2. 会 場 

書面会議  

  

3. 議 事 

（1）委員長の選任 

（2）令和３年度  学校関係者評価の対応状況 

（3）令和３年度 自己評価結果について  

    （4）関係者評価委員による評価の実施と公表について 

 

Ⅱ 学校関係者評価委員、学校担当者 

 (1) 委 員 

構 成 氏名 所属 

学識経験者 野々垣 常正 東海歯科医療専門学校 

病院・施設 竹内 亮太 岡崎市民病院  

卒業生 浅井 公之介 学校法人セムイ学園 

  



2 

 

 (2) 担当教職員一覧 

氏名 所属・職名 

      小足 信雄 
学校法人セムイ学園 理事 

東海医療工学専門学校 校長  

侘美 好昭 東海医療工学専門学校 顧問 

      太田 晃二 学校法人セムイ学園 総務部長 

      大野 健二 救急救命科 学科長 

   柴尾 隆行 救急救命科 専任教員 

   廣崎 英和 救急救命科 専任教員 

   石河 康司 救急救命科 専任教員 

      大竹 宗也 救急救命科 専任教員 

      平松 善子 東海医療工学専門学校 教学部教務・学生支援課サブチーフ 

 

   

Ⅲ 学校関係者評価委員による意見、提言等 

 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像 

ホームページや SNS 等を活用し、教育理念や目標、人物像について周知されている。また、

それらは見やすく、受験を考える生徒にとってわかりやすい内容である。今後も教育理念の

もとに社会で活躍できる救急救命士の育成を図ってほしい。 

 

基準２ 学校運営 

   中間報告の結果、進捗状況などの検討が行われた時に、今年度優先順位を決めて取り組む法

が良いと思います。継続的な事業計画は次年度にも反映可能と思います。 

 

基準３ 教育活動 

    教育課程や国家試験対策も適切に評価され、必要に応じて変更が行われていると判断できる。

今後も 2年課程の強みを活かした教育活動を行ってほしい。 

 

基準４ 学修成果 

    国家試験合格率は 90％以上であり、学生の傾向を把握しながら指導を行い、学力の向上に取 

り組んでいると評価できる。今後も救急救命士国家試験合格に加え、就職率の向上に努めて 

ほしい。 
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基準５ 学生支援  

就職支援対策として、定期的に模擬試験を行ったり多様な問題集の貸し出しを行ったりして

いて学生の勉強に対して協力的である。面接対策、願書の添削についても十分に実施されて

いるため継続して頂きたい。 

国家試験対策としても様々な工夫を施し、学生の成績向上及び国家試験の高い合格率に繋が

っている。学力低迷者への対応も補講や、特別クラスの実施で補われているためこれも継続し

ていただきたい。 

 

基準６ 教育環境 

     教育資機材は順次、更新されており、適切である。 

公安職を関わりの大きい学科として、防災対策は今後も積極的に体制整備を行ってほしい。 

 

基準７ 学生募集 

       ホームページ上での国家試験合格率の公開、就職率やその内訳の公開が細かくされているた

め、入学前の学生への情報提供が十分に施されている。インスタグラムや Twitter等のＳＮ

Ｓを活用した情報発信ができていて、昨年度に比べてみても更新頻度が上がっている。 

投稿について、現段階で写真が主になっているためシミュレーションやクラブ活動の動画の

投稿を増やすと、見る側により伝わると思う。 

 

基準８ 財 務 

     財産目録の図書費ですが、新規購入は必要ですが、毎年更新されるような書籍については，

適切な時期に処分(古いのは良くない)されるのが良いと思います。また、教材として医学的

な動画を学生が自宅でも勉強できるようにするとよい。 

 

基準９ 法令等の遵守 

      適切に実施されている。 

 

基準 10 社会貢献 

    今年も例年あった様々なボランティア活動の参加が中止になっていくなか、いびがわマラソ

ンの救護活動ボランティアに参加させていただく予定があるため、活躍を期待したいと思いま

す。体育の時間等に外へ出たとき、近隣の方への挨拶や学校へ訪れる方への挨拶が良くできて

いて、良い印象を与えていると思う。 

改善点として、このコロナ禍に校内でマスクをはずして会話をしたりシミュレーション中のス

タンダードプリコーションが疎かになっていたりする学生を見ることがあるため、特に厳重化

するべきと思う。 

 

以上、評価委員より示された提言等については、所管部署において、改善策を検討するも

のとする。 

 


